
飯
能
市
で
は
現
在
九
ケ
所

で
学
童
ク
ラ
ブ
が
開
設
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
精
明
小
や
二

小
、
南
高
麗
小
、
西
川
小
、

東
吾
野
小
の
五
校
が
未
設
置

と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
か
で

も
精
明
小
学
校
で
は
現
在
十

一
名
の
児
童
が
校
区
内
に
学

童
ク
ラ
ブ
が
な
い
た
め
、
一
、

五
km
以
上
も
歩
い
て
双
柳
学

童
ク
ラ
ブ
ま
で
通
っ
て
い
ま

す
。
国
道
二
九
九
バ
イ
パ
ス

を
横
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
や
、
近
年
登
下
校
時

の
犯
罪
の
多
発
も
あ
り
、
精

明
小
学
校
の
保
護
者
に
と
っ

て
学
校
に
隣
接
し
た
学
童
ク

ラ
ブ
の
設
置
は
切
実
な
願
い

と
な
っ
て
お
り
、
市
に
対
し

て
度
々
公
設
学
童
ク
ラ
ブ
を

設
置
す
る
よ
う
要
望
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
市
は
公

設
で
は
な
く
、
精
明
小
学
校

北
側
に
あ
る
わ
か
ば
幼
稚
園

に
学
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
す
る

よ
う
依
頼
し
、
十
八
年
度
の

当
初
で
予
算
化
し
ま
し
た
。

公
設
学
童
ク
ラ
ブ
の
希
望

は
実
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、

七
月
五
日
に
は
入
所
説
明
会

が
開
か
れ
、
二
一
日
ま
で
募

集
を
行
い
八
月
一
日
か
ら
入

所
で
き
る
予
定
と
な
り
、
双

柳
学
童
ク
ラ
ブ
に
通
っ
て
い

た
児
童
十
一
名
が
、
双
柳
学

童
ク
ラ
ブ
に
退
所
届
け
を
出

し
、
新
し
い
学
童
ク
ラ
ブ
に

通
う
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は

ガ
ッ
カ
リ

そ
の
矢
先
、
七
月
一
三
日
、

突
然
わ
か
ば
幼
稚
園
か
ら
、

開
設
は
取
り
や
め
る
と
市
に

連
絡
が
あ
り
、
急
き
ょ
三
一

日
に
双
柳
学
童
ク
ラ
ブ
で
市

担
当
者
、
保
護
者
の
話
し
合

い
が
も
た
れ
ま
し
た
。

市
か
ら
「
わ
か
ば
幼
稚
園

で
は
指
導
員
の
確
保
な
ど
を

考
え
る
と
市
の
委
託
料
で
は

採
算
が
と
れ
ず
開
設
を
断
念

し
た
」
と
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
保
護
者
か
ら
は
、
「
市

の
主
導
で
進
め
て
き
た
学
童

ク
ラ
ブ
の
開
設
が
出
来
な
く

な
り
、
子
ど
も
達
の
期
待
を

裏
切
っ
た
市
の
責
任
は
ひ
じ
ょ

う
に
重
い
、
ま
た
長
い
距
離

を
歩
か
せ
て
双
柳
へ
通
わ
せ

る
の
は
と
て
も
辛
い
、
せ
め

て
市
の
配
慮
で
通
所
バ
ス
な

ど
手
当
て
で
き
な
い
の
か
」

な
ど
た
く
さ
ん
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

老
朽
化
著
し
い

双
柳
学
童

双
柳
学
童
ク
ラ
ブ
も
老
朽

化
が
ひ
ど
く
、
雨
の
日
は
窓

か
ら
雨
水
が
流
れ
込
ん
だ
り
、

テ
ラ
ス
の
鉄
柱
が
錆
び
て
折

れ
る
な
ど
、
子
ど
も
達
の
安

全
を
保
障
す
る
上
で
相
応
し

く
な
い
建
物
と
な
っ
て
い
ま

す
。
精
明
小
学
校
区
の
学
童

ク
ラ
ブ
開
設
と
共
に
双
柳
学

童
ク
ラ
ブ
の
建
て
替
え
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

原
水
爆
禁
止
二
〇
〇
六
年

世
界
大
会
国
際
会
議
が
、
二

日
か
ら
広
島
市
で
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
「
核
兵
器
の
な

い
平
和
で
公
正
な
世
界
を
」

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
始
ま
り
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
首

相
、
ベ
ト
ナ
ム
大
統
領

な
ど
六
ヵ
国
政
府
と
広

島
・
長
崎
市
長
を
は
じ

め
全
国
の
首
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ

れ
地
球
規
模
の
平
和
の

連
帯
を
実
感
さ
せ
る
集
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

四
日
か
ら
の
世
界
大
会
に

飯
能
か
ら
柴
崎
康
夫
さ
ん
、

埼
玉
土
建
飯
能
・
日
高
支
部

か
ら
二
名
が
参
加
し
ま
す
。

こ
れ
に
際
し
て
昨
年
世
界
大

会
に
参
加
し
た
堺
田
一
直
さ

ん
の
よ
び
か
け
で
川
寺
、
笠

縫
、
前
ケ
貫
地
区
の
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
で
お
な
じ
み
の
お

年
寄
り
の
皆
さ
ん
が
、
千
羽

鶴
を
一
年
か
け
て
一
生
懸
命

心
を
こ
め
て
折
り
上
げ
ま
し

た
。
こ
の
千
羽
鶴
を
医
療
生

協
さ
い
た
ま
飯
能
支
部
の
会

員
六
名
で
糸
通
し
を
行
い
参

加
者
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

全
部
で
一
七
七
五
羽
折
り
ま

し
た
。

平
和
を
願
う
人
々
の
《
ふ

れ
あ
い
の
輪
》
が
飯
能
で
大

き
く
広
が
り
ま
し
た
。

か
な
か
な
の
声
で

目
が
さ
め
た
の
か
、

目
が
さ
め
た
か
ら

か
な
か
な
の
声
が

聞
こ
え
て
き
た
の

か
、
時
計
を
見
る

と
ま
だ
五
時
前
で
、

夕
方
と
は
違
っ
て

ひ
か
え
め
な
か
な

か
な
の
声
が
山
の

方
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

今
日
は
暑
く
な
り
そ
う
で
す

▼
そ
れ
に
し
て
も
、
昨
日
の

判
定
は
ひ
ど
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
帰
っ
て
き
た
娘
が

「
亀
田
ど
う
だ
っ
た
」
と
聞

い
た
の
で
思
わ
ず
「
イ
ン
チ

キ
判
定
だ
」
と
言
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ

級
世
界
王
座
決
定
戦
で
負
け

た
筈
（
？
）
の
亀
田
が
判
定

で
勝
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で

す
。
新
聞
に
も
〈
不
可
解
な

判
定
〉
と
あ
り
ま
し
た
。
反

省
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
も

う
ボ
ク
シ
ン
グ
を
見
よ
う
と

は
思
い
ま
せ
ん
▼
勝
ち
さ
え

す
れ
ば
い
い
、
安
く
さ
え
あ

れ
ば
い
い
と
い
う
風
潮
が
蔓

延
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
ふ
じ
み
野
市
の
プ
ー

ル
事
故
も
そ
う
で
す
。
「
市

営
プ
ー
ル
」
と
は
名
ば
か
り

で
、
経
費
を
節
減
す
る
た
め

に
管
理
運
営
は
業
者
に
委
託
、

受
注
業
者
は
さ
ら
に
同
業
者

に
「
丸
投
げ
」
と
い
う
無
責

任
体
制
の
な
か
で
小
学
二
年

生
の
女
の
子
の
命
が
奪
わ
れ

た
の
で
す
。
「
知
ら
な
か
っ

た
」
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
自

治
体
の
責
任
が
あ
ら
た
め
て

問
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
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学
童
ク
ラ
ブ
初
の
幼
稚
園
委
託

「
採
算
取
れ
ぬ
」
と
開
設
間
際
で
中
止
に

原
水
禁
世
界
大
会
に

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
お
年
寄
り
が
千
羽
鶴

８月20日（日）
午前10時～午後３時

一丁目クラブ

サラ金、国保滞納、税金・年金相談、

融資から不払いなど

一人で悩まずに、何

でもご相談ください。

弁護士、税理士、

社会保険労務士など

専門家が対応します。

主催・埼玉土建飯能日高支部、民商・

清流道場、日本共産党飯能市議団

第
８
回

窓に貼られた雨水防止のシート

届けられ
た千羽鶴



８月～
単身世帯 ４８４万円以上 ３８３万円以上
２人以上 ６２１万円以上 ５２０万円以上

現　　　在

年収

斉藤・細田 129 ,500 ,000 落札
初雁興業 129 ,800 ,000
平岩建設 129 ,800 ,000
吉沢建設 129 ,800 ,000
島村工業 129 ,940 ,000
小松工務店 130 ,000 ,000
本橋組 130 ,200 ,000
守谷八潮 130 ,400 ,000
三ツ和総業 130 ,500 ,000
矢島工務店 130 ,500 ,000
市川建設 130 ,500 ,000
関根施工 130 ,600 ,000

お
年
寄
り
に
突
然
の
住
民

税
大
増
税
で
、
全
国
で
怒
り

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

三
〇
日
付
け
「
し
ん
ぶ
ん

赤
旗
日
曜
版
」
で
ー
要
介
護

の
夫
婦
に
障
害
者
控
除
適
用
ー

の
記
事
に
大
き
な
反
響
が
あ

り
ま
す
。

飯
能
市
の
税
務
担
当
に
こ

の
記
事
に
基
づ
い
て
、
市
の

対
応
を
聞
き
ま
し
た
。

飯
能
市
で
も
介
護
保
険
で

要
介
護
４
、
５
と
認
定
さ
れ

て
い
る
人
は
、
特
別
障
害
者

控
除
三
〇
万
円
。
要
介
護
１

～
３
の
人
は
、
障
害
者
控
除

二
六
万
円
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

寝
た
き
り
状
態
で
あ
る
場
合

は
、
特
別
障
害
者
控
除
が
適

用
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
特

別
障
害
者
控
除
適
用
者
に
は
、

同
居
加
算
二
三
万
円
も
合
算

さ
れ
る
な
ど
、
現
行
の
制
度

で
も
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
大
き
な
節
税
に
な
り
ま
す
。

控
除
申
請
さ
れ
る
方
は
、

介
護
保
険
課
に
申
請
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一
二
五
万
円
控
除
も

高
齢
者
の
場
合
、
所
得
が

一
二
五
万
円
（
年
金
所
得
で

二
四
五
万
円
）
以
下
の
人
は

住
民
税
非
課
税
の
仕
組
み
が

あ
り
ま
し
た
が
、
改
悪
さ
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
障
害
者
手
帳
を
持
っ

て
い
る
方
、
ま
た
、
要
介
護

認
定
の
人
で
、
障
害
者
控
除

を
し
た
人
は
、
こ
の
制
度
が

活
用
で
き
ま
す
。
大
い
に
利

用
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。四

〇
人
が
申
請

市
の
担
当
者
は
、
広
報
な

ど
で
知
ら
せ
て
い
る
と
い
い

ま
す
が
、
十
七
年
度
の
要
介

護
認
定
者
は
二
、
三
二
七
人

で
す
。
こ
の
制
度
を
活
用
し

た
人
は
、
わ
ず
か
四
〇
人

（
障
害
者
二
〇
、
特
別
障
害

者
二
〇
人
）
で
、
圧
倒
的
な

方
が
控
除
制
度
の
活
用
を
し

て
い
ま
せ
ん
。

確
定
申
告
を
し
た
人
は
一

年
分
の
更
正
の
請
求
、
会
社

で
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
人

な
ど
確
定
申
告
を
し
て
い
な

け
れ
ば
過
去
五
年
分
を
還
付

の
申
告
が
で
き
ま
す
。

離
婚
や
死
別
で
も

夫
ま
た
は
妻
と
離
婚
・
死

別
し
た
場
合
も
、
所
得
が
一

二
五
万
円
以
下
の
人
は
、
住

民
税
非
課
税
で
す
。

住
民
税
が
課
税
と
非
課
税

で
は
、
介
護
保
険
料
や
保
育

料
な
ど
負
担
が
大
き
く
変
わ
っ

て
き
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
市
役
所

税
務
課
ま
で
。

税
制
改
悪
と
医
療
改
悪
で

七
〇
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、

八
月
一
日
か
ら
今
ま
で
一
割

負
担
だ
っ
た
医
療
費
が
二
割

に
な
り
、
さ
ら
に
一
〇
月
か

ら
三
割
負
担
に
な
る
人
が
生

ま
れ
ま
す
。
所
得
税
、
住
民

税
、
介
護
保
険
料
、
国
保
税

の
負
担
増
の
う
え
に
、
医
療

費
が
一
割
か
ら
三
割
負
担
に
。

「
年
金
は
減
っ
て
い
る
の
に

な
ぜ
？
」
と
怒
り
の
声
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

二
割
の
医
療
費
負
担
は
、

「
現
役
並
み
所
得
」
と
い
う

こ
と
で
、
課
税
所
得
が
一
四

五
万
円
以
上
、
年
収
を
下
表

の
よ
う
に
今
ま
で
よ
り
一
〇

一
万
円
も
引
き
下
げ
た
こ
と

に
よ
っ
て
対
象
が
大
幅
に
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。
飯
能
市
で

は
、
七
月
末
現
在
、
二
割
負

担
の
高
齢
者
は
四
五
七
人
だ

と
い
い
ま
す
。

吾
野
在
住
の
Ａ
さ
ん
は
、

「
八
月
か
ら
二
割
負
担
と
い

う
通
知
が
き
て
驚
い
た
。
足

を
捻
挫
し
て
歩
け
な
い
が
、

往
診
し
て
も
ら
う
と
負
担
が

大
変
な
の
で
無
理
し
て
通
院

し
て
い
る
。
一
揆
で
も
起
こ

し
た
い
」
と
怒
っ
て
い
ま
し

た
。

２００６年８月６日 ＮＯ．１５３４

要
介
護
認
定
の
人
は

障
害
者
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す

七
月
最
終
の
土
日
と
な
っ

た
、
二
九
日
の
正
午
か
ら
、

三
十
日
の
正
午
ま
で
、
恒

例
の
二
四
時
間
リ
レ
ー
マ

ラ
ソ
ン
が
、
阿
須
の
運
動

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
十
八
回
目
を
迎
え
た

大
会
に
は
、
十
六
チ
ー
ム

約
四
百
名
が
参
加
、
く
も

り
空
な
が
ら
時
お
り
強
い

日
差
し
が
ふ
り
そ
そ
ぎ
、

汗
を
流
し
な
が
ら
、
た
す

き
を
つ
な
い
で
い
ま
し
た
。

一
周
、
一
〇
六
四
ｍ
の
コ
ー

ス
を
二
四
時
間
で
三
百
周

以
上
走
っ
た
チ
ー
ム
も
あ

り
、
三
十
日
の
正
午
に
は

全
チ
ー
ム
が
笑
顔
で
ゴ
ー

ル
イ
ン
し
ま
し
た
。

飯
能
市
で
は
、
小
中
学

校
の
耐
震
、
大
規
模
改

修
工
事
を
毎
年
一
校
ず

つ
進
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
加
治
小
学

校
南
棟
が
改
修
工
事
の

対
象
と
な
り
、
夏
休
み

に
合
わ
せ
て
工
事
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
工
事
は
、
建
設
工
事
、

電
気
設
備
工
事
、
機
械

設
備
工
事
の
三
つ
に
分
け
て

分
離
発
注
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
飯
能
市
の
工
事
は

七
千
万
円
以
上
が
一
般
競
争

入
札
、
三
千
万
円
か
ら
七
千

万
円
ま
で
が
公

募
型
指
名
競
争

入
札
に
な
っ
て

い
ま
す
。
加
治

小
学
校
の
耐
震

大
規
模
改
修
工

事
で
は
、
建
設

工
事
が
一
般
競

争
入
札
。
電
気
・

機
械
工
事
は
、

入
札
希
望
者
を

広
く
募
り
、
入
札
参
加
資
格

の
審
査
を
通
過
し
た
業
者
を

指
名
し
て
入
札
を
行
う
公
募

型
指
名
競
争
入
札
と
な
り
ま

し
た
。

高
齢
者
医
療
改
悪

８
月
→
２
割

10
月
→
３
割

恒例の２４ｈ
リレーマラソン

16チームが力走

加
治
小
学
校

耐
震
・
大
規
模
改
修
工
事
始
ま
る

住民税軽減

建築工事の入札結果

（予定価格138,839，400円）


